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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2019 年 11月７日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」におきまして、2019 年 12月期の通

期連結業績予想はレンジで開示、配当予想は未定としておりましたが、下記のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 2019年 12月期 通期連結業績予想（2019年１月１日～2019年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１株当たり 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

68,500 

～69,500 

百万円 

△200 

～200 

百万円 

△200 

～200 

百万円 

△400 

～0 

円 銭 

△33.39 

～0.00 

今回修正予想（Ｂ） 68,960 280 400 △285 △23.82 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 
460 

～△540 

480 

～80 

600 

～200 

115 

～△285 
 

増 減 率（ ％ ） 
0.7 

～△0.8 
－ － －  

（参考）前期連結実績 

(2018年 12月期) 
69,285 1,099 1,105 556 46.46 

 

２．業績予想の修正理由 

売上高は、宿泊部門において、自然災害の影響や韓国人宿泊利用者の減少が継続するなど、厳しい事業環境

となりましたが、前回予想レンジの範囲内となる見込みであります。 

利益につきましては、営業利益、経常利益は、減収に伴う減益影響がありましたが、コスト見直し等により

上方修正となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、台風被害に伴う復旧費用を計上しました

が、前回予想レンジの範囲内となる見込みであります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予測数値と異なる可能性があります。 

 



３．配当予想の修正について 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想（2019年 11月７日発表） 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

今回修正予想 － 30.00 30.00 

当期実績 －   

（参考）前期連結実績 

(2018年 12月期) 
－ 40.00 40.00 

 

４．配当予想の修正理由 

 当社は、剰余金の配当にあたっては株主の皆さまへの還元を十分に配慮し、今後の企業体質の一層の強化と

事業展開に活用する内部留保の蓄積を勘案のうえ、業績に応じた配当を行うことを基本方針としております。 

 2019年 12月期配当予想につきましては、台風被害に伴う復旧費用など一過性の損失が発生したことにより、

2019年 12月期通期連結業績が赤字となる見込みであることなどを勘案し、前回予想の未定から１株当たり 30

円に修正させていただきます。 

以 上 


